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近年の災害発生状況
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令和２年度の災害発生状況

○令和元年の水害被害額は、全国で約2兆1,800億円となり、平成16年の被害額（約2兆200億円）を上回
り、１年間の津波以外の水害被害額が統計開始以来最大。

○津波以外の単一の水害による被害についても、令和元年東日本台風による被害額は約１兆8,800億円
となり、平成30年７月豪雨による被害額(約1兆2,150億円)を上回り、統計開始以来最大。

※令和３年３月３１日国土交通省発表

※国土交通省では、昭和36年より、水害（洪水、内水、高潮、津波、土石流、地すべり等）に
よる被害額等（建物被害額等の直接的な物的被害額等）を暦年単位でとりまとめています
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事前防災対策が後手に回ることによる社会経済等への損失［阿武隈川］
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気候変動を踏まえたハード・ソフト一体となった水災害対策の必要性

○近年、北海道においても、短時間に強い降雨の発生頻度が増加。

○北海道は、全国の他の地域と比べて気候変動の影響が大きく、世界の平均気温が２℃上昇した場合の降雨量が
1.15倍、４℃上昇した場合は1.4倍になると試算され、将来における降雨量の変化倍率が大きくなる傾向にある。

○これまでの治水計画は過去の降雨等に基づいて作成してきたが、気候変動の影響による降雨量の増大等により、
現在の計画による整備が完了しても必要な安全度が確保できないおそれがある。
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出典：気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会提言（令和３年４月改訂）



気候変動を踏まえたハード・ソフト一体となった水災害対策の方向性
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「流域治水」の施策のイメージ
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気候変動のスピードに対応した新たな水害対策
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図1】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図2】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図3】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～

11



石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【位置図4】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～
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石狩川（下流）水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～北海道における社会、経済、文化の基盤「石狩川流域」を洪水から守るための治水対策の推進～
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総合治水から流域治水へ
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流域治水プロジェクトにおける関係省庁、自治体等との連携

15



流域治水プロジェクトにおける関係省庁、自治体等との連携
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特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律について
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第８期北海道総合開発計画について
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